
平成３０年度府中市総合防災訓練（府中第六中学校会場） 

避難所開設・運営訓練について 

 

１ 日時 

平成３０年１０月２１日（日） 午前９時３０分から正午まで 

 

２ 会場 

  府中市立府中第六中学校の校庭及び武道場 

 

３ 参加者 

 ⑴ 地域住民              ３３５名 

 ⑵ 府中第六中学校・中学生ボランティア  １１名（うち教員３名） 

 ⑶ 府中市消防団             ３２名 

 ⑷ 府中消防署              １７名（うち女性防火の会１０名） 

 ⑸ 府中警察署               １名 

 ⑹ 郵便局株式会社             １名 

 ⑺ 東京都獣医師会             ２名 

 ⑻ 東京都建築士事務所協会         ２名 

 ⑼ 府中市赤十字奉仕団          １０名 

 ⑽ 府中消友会               ５名 

 ⑾ 府中市職員              ２２名（本部員・行政管理部・応援職員） 

 ⑿ 来賓（府中市議会・東京都議会）     ９名 

 ⒀ その他                 １名 

                  合計 ４４７名  

 

４ 訓練内容 

⑴ 避難所開設・運営訓練 

市の一次避難所となる府中第六中学校において初動班職員※を中心に自治会をはじめ

とする地域の協力者が主体となり「避難所の開設・運営訓練」を実施することで、災害

発生時の避難所開設及び管理運営が行える体制を整えていくことを目的に訓練を実施

した。 

 
※初動班職員とは、震度５弱以上の地震が発生した場合に避難所の開設を目的に市立小中学校に参集する職員で、当該学校の近隣

に居住している職員４名を任命している。 



⑵ 訓練スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ アクションカード 

本市は未だ大規模震災の経験がなく、 

避難所の開設は誰も経験したことがない 

ため、避難所の開設に必要な最低限の業 

務を手順にまとめた「アクションカード」 

を作成し、これに基づいて避難所開設・ 

運営訓練を実施した。 

 

時間 訓練項目 地域住民 赤十字奉仕団 

8:30 
↓ 

9:00 
防災関係機関の集合 発災（住民のみ） 

アルファ米 
炊出し準備 

9:00 
↓ 

9:30 

●初動班参集 

１開錠・無線機の確保 

２防災資機材の準備 

住民の避難 

9:30 ●協力者の参集 住民の集合完了 

9:30 
↓ 

9:50 

●避難所運営本部（仮）の設置 

3 窓口の設置 

4 避難者の統制 

5 通信の確認 

訓練の趣旨 
進行について説明 

湯沸し 
仕込み 

9:50 
↓ 

10:30 

●避難者対応・施設安全点検 

6 避難者対応 

7 情報収集 

8 応急危険度判定 

9 応急トイレ対策 

10 飲料水の確保 

9:50 
↓ 

10:40 

展示・体験訓練 
・初期消火訓練 
・応急救護訓練 
・避難所ペット指導 
・移動郵便車の展示 
・防災グッズ展示 

10:30 
↓ 

11:00 

●避難所開設準備 

11 体育館の設備点検 

12 避難所ゾーニング 

13 避難所受付の設置 

14 応急救護所設置 

10:45 
↓ 

11:00 

府中市消防団 
消防演習（見学） 

11:00 
↓ 

11:20 

●避難者収容 

15 避難所受付の実施 

16 避難者の収容 

住民の誘導 

パック詰め 
配膳の用意 

11:20 
↓ 

11:40 

理事者及び市議会代表挨拶 
避難所開設及び運営の説明 

11:40 
↓ 

11:45 
講評（府中第六中学校長） 

11:45 
↓ 

12:00 

アンケート回収 
炊出しの配布 

炊出し配布 

12:00 
↓

12:30 
訓練終了（撤収作業） 



 

５ 地域との打合せ 

自治会や府中第六中学校ＰＴＡ・スクールコミュニティ協議会を始めとする地域の関係

団体を主体に自助・共助を基本とした避難所開設・運営訓練を市民協働により実現するた

め、府中第六中学校において事前に３回の打合せと訓練前日には実地踏査を行った。 

  

⑴ 第１回打合せ会【６月２９日（金）午後６時３０分～午後７時４０分】 

   顔合わせ、訓練趣旨説明、昨年度（２９年度）訓練の実績紹介、回覧の依頼 
 

※第１回打合せ時の自治会向け回覧資料  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

            （表）                 （裏） 
     

⑵ 第２回打合せ会【９月１３日（木）午後６時３０分～午後７時３０分】 

   訓練内容（案）の提示、アクションカードの説明、 

⑶ 第３回打合せ会【10月２日（火）午後６時３０～午後７時３０分】 

   アクションカードの説明、役割分担の調整、協力防災機関の紹介、回覧の依頼 

 ⑷ 前日【１０月２０日（土）午前１０時～午前１１時３０分】 

   初動班職員との顔合わせ、アクションカードを基に実地踏査の実施 

 ⑸ 訓練実施及び意見交換【１０月２１（日）午前９時３０分～午後１時】 

   アクションカード、訓練進行、事前打ち合わせ会等について意見交換 

 



※第３回打合せ時の自治会向け回覧資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
            （表紙）                           （裏表紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                 （２面）                              （３面） 



６ 訓練実施後の意見交換会 

 ・訓練で使用する資機材の数が活動内容に対して少なかった。 

 ・資機材は活動の用途に合わせて分けておくことが必要である。 

・連絡をスムーズに行うためトランシーバーは増やしたい。 

 ・鍵がまとめられていたので各活動において鍵待ちの状態になってしまった。 

・鍵（複製）を初動ボックスにも入れておけばスムーズに活動できるのではないか。 

・応急危険度判定は１班（２名）では少ないと感じた。 

・体育館入口は校舎側にスロープがあるが、備蓄倉庫側にはないので作業が大変である。 

 ・武道場内の照明スイッチやトイレの場所がどこにあるか分からなかった。 

 ・発電機が動かなかったので、事前に確認しておくべきだった。 

 ・仮設トイレの設営に人手が不足した。 

・夜間を想定すると仮設トイレのマンホールが見つけづらいと感じた。 

・屋外受水槽（南側）の扉が体育館の基礎に干渉して完全に開かない。 

・屋外受水槽は配管が剥き出しのため真冬は凍結することも考えられる。 

・一度に多くの人が入ってきたので、受付の対応が混乱した。 

（本番ではもっと混乱するのではないかと感じた。） 

・避難所に入るまでかなり時間がかかった。 

・実際には住民が我先に場所取りをすることが想定されるのでルールが必要である。 

 ・高齢者は入口で靴の脱ぎ着が大変なので、椅子を出す等の配慮が必要と感じた。 

 ・協力者は積極的で経験のある自治等の役員であったため、活動時に態勢が乱れても誰

かの指示で取り戻せると感じた。（臨機応変に動いていた。） 

 ・避難者の単位が、どんな単位で参集してくるか把握する必要がある。 

（町丁目ではなく町会単位で参集するのではないかと感じた。） 

 ・時間とともに変化する情報をまとめるフリーボードの様なものが必要である。 

・前日に実地踏査を行ったが、本番も集合したら全員で作業を確認する必要がある。 

・このような訓練は継続して実施したほうが良い 

 

 

 

 

 



８ 訓練の様子（アクションカードによる手順） 

１．体育館の開錠・無線機の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．防災資機材の準備            ３．避難者の統制と協力の呼びかけ 

 

 

 

 

 

 

  

 

４．避難所運営本部（仮）の設置 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．通信の確保               ６．避難者への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

７．情報収集 

 

 

 

 

  

 

 

 

８．応急危険度判定 

 

  

 

 

 

 

 



９．応急トイレ対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

１０．飲料水の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．体育館の設備点検            １２．避難所のゾーニング 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

１３．避難所受付の設置 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

１４．応急救護所の設置 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

１５．避難所受付の実施           １６．避難者の収容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９ その他の訓練等 

  避難所が開設されるまでの待ち時間を利用して初期消火訓練、応急救護訓練、防災資機

材の展示、避難所ペット対策講話、移動郵便車の展示、炊出し訓練などを実施。 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 


